
 

 

      登 録 申 請 書 
 

 
 

× 

登 録 番 号       
× 

登録年月日 令和   年   月   日 

 私 は 、    の 登 録 を 受 け た い の で 、 測 量 法 第 ４ ９ 条 の 規 定 に よ り 、 別 紙 資 格 を  

証 す る 書 類 を 添 え て 登 録 の 申 請 を し ま す 。  

令和 2 年 4 月 1 日 

国 土 地 理 院 長 殿 
住  所 つくば市○○２－10－１ 

氏  名 国 土 一 郎 
 

イ 
フリガナ 

  コク   ド    イチ  ロウ ※ 性 別    男     女 

氏  名 国 土 一 郎    昭和 52 年  ６  月  19  日生 

 

専門とす

る測量の

分野 

  

基 

準 

点 

測 

量 

 
 

写 

真 
測 

量 

 
 

路 

線 

測 

量 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

事 務 所 又 は 業 務 所 
勤務先における職務の内容 

名    称 所  在  地 

 

○○大学 

 

〒○○○－○○○○ 

茨城県つくば市○○１－10－２ 
○○学部 測量学 教授 

ロ   

     となる資格 

測量法第５０条該当者 同法第５１条該当者 

第１号 第２号 第３号 第４号 第５号 第１号 第２号 第３号 第４号 

         

ハ 大学、短期大学、高等専門学校又は専門の養成施設 

学校名 ○○大学 所 

在 

地 

 茨城県つくば市○○６丁目10番－1号 

学部名

等 ○○学部 

学科名

等 土木工学科 
専攻・コー

ス名等 ○○専攻 
平成 

  ７ 年 ４ 月 １ 日 
平成 

 11 年 ３ 月 25 日卒業 

備 考 
⑬ 自 宅 ○○○－○○○－○○○○ 

  勤務先 ○○○－○○○－○○○○ 

② 

③

④ 

⑤ ⑥ 

⑦ 

⑨ 
⑩ 

① 

 

⑪

⑫ 

①

（消印してはならない） 記載例（測量教職経験者） 
測 量 士（第一面） 

⑭ 収 

入 

印 

紙 

〒○○○－○○○○ 

入学 

入所 

測 量 士 

測量士補 

①
測 量 士 

測量士補 

測 量 士 

測量士補 

⑧ 



 

ニ
の
１ 測 量 に 関 す る 実 務 の 経 歴   

 

  事務所又は業務所 
  測量に関する経歴 

経 験 年 数  証明区分 

名   称 所  在  地 
年月日から 

  年月日まで 期間 証明書 誓約書 

（勤務していた学

校名称） 
（勤務していた学校所在地） （（例）測量学及び測量学実習の教授） （教授に就いて

いた期間） 

（教授に

要した時

間（例：○

○時間）） 

（○

） 

 

○○大学 
○○県○○市○○ 

１－９－８ 
測量学及び測量学実習の教授 

平成２７年４月１日 

令和２年３月３１日 

  時間 

2180 ○ 
 

      
 

      
 

       

       

       

ニ
の
２ 

従 事 し た 主 な 測 量 作 業  計  年  月 

作 業 種 類      作 業 地 域      作 業 方 法      従 事 技 術      作 業 場 所      作 業 期 日 備 考 

（Ｅ） 

 

（勤務していた学校

の所在地） 

（（例）水準・平板測

量） 
（技術全般） （（例）学校内） から 

まで     

※経歴に記載した１件に

ついて記入 

 

Ｅ 
○○県○○市○

○１－９－８ 
水準測量 

平板測量 
技術全般 学校内 

平成２７年４月１日から 

平成２８年３月３１日まで 
 

  
   から 

まで 
 

   
  から 

まで 
 

     から 

まで 
 

ホ 
測量士試験・測量士補試験 合格証書日付   年  月  日 合格証書番号    第   号 

 
 
備考 １．測量士又は測量士補の文字の一方を消すこと。 

２．測量法第50条第１号から第３号までの該当者はロ、ハ、ニの１、二の２の欄、同法第50条第４号又 

  は同法第51条第１号から第３号までの該当者はロ、ハの欄、同法第50条第５号又は同法第51条第４ 

  号の該当者は、ロ、ホの欄に、それぞれ該当事項を記入すること。 

３．ハ又は二の１の欄の記入事項については証明書又は誓約書を添えること。 

４．二の２の欄には従事した主要な測量作業について記述すること。 

５．※印欄は○印をつけて区分すること。 

６．×印欄は記入しないこと。 

測量士補が測量士となる場合の記入欄 測量士補登録番号第H16-○○○○号 平成１７年 ○月 ○日登録 
 

記載例（測量教職経験者） 
測 量 士（第二面） 

登録免許税納付書・領収証書貼付欄 

※ 



 

 

測量に関する実務の経歴証明書 
 

             氏  名  国 土 一 郎 

     （証明願者） 

 

            生年月日       昭和 52年 ６月 19日生 
 

 

      上記の者は、下記のとおり測量作業に従事したことを証明します。 

                    記 

発  注  機  関  

測量に関する実務の

経歴 

経  験  年  数 
備   考 

名  称 所 在 地 作 業 期 間 従事日数 

（勤務してい

た学校名称） 

 

（勤務してい

た学校所在地） 

（(例)測量学及び測量学  

実習の教授） 

（教授に就いていた期間） 

※１年毎に記入して下さい。 

(例)平成２６年４月１日から 

平成２７年３月２０日まで 

○○時間 

（教授に要

した時間及

び教授をす

るための資

料作成、研

究に要した

時間を記入

し て 下 さ

い） 

左記時間のうち

資料作成、研究

に要した時間   

（○○時間） 

○○大学 
○○県○○市○

○１－９－８ 

測量学及び測量学実習の

教授 
平成２７年４月１日から 

平成２８年３月３１日まで 

時間 

４４０ 

左記時間のうち資料

作成、研究に要した

時間  （１８０時間） 

〃 〃 〃 
平成２８年４月１日から 

平成２９年３月３１日まで 

時間 

４２０ 

左記時間のうち資料

作成、研究に要した

時間  （１６０時間） 

〃 〃 〃 
平成２９年４月１日から 

平成３０年３月３１日まで 

時間 

４３０ 

左記時間のうち資料

作成、研究に要した

時間  （１５０時間） 

〃 〃 〃 
平成３０年４月１日から 

平成３１年３月３１日まで 

時間 

４５０ 

左記時間のうち資料

作成、研究に要した

時間  （１９０時間） 

〃 〃 〃 
平成３１年４月１日から 

令和２年３月３１日まで 

時間 

４４０ 

左記時間のうち資料

作成、研究に要した

時間  （１８０時間） 

   
年 月 日から 

年 月 日まで 
  

   年 月 日から 

年 月 日まで 

  

   年 月 日から 

年 月 日まで 

  

計   

   令和 ２年 ８月 ３日 

                    （証明者）勤務先名   ※学校名 

                         勤務先住所  ※学校所在地 
                         役職名    ※校長 

                         氏名     ※校長氏名            

国 土 地 理 院 長 殿 

 

   

I ８

記載例（測量教職経験者） 

校長印は必要ありませ

ん。 


